
中央公民館の目標（平成２０年度）自己評価書 

 

様式１ 
達成度 
５ 目標を完全に達成した。  
４ 目標を概ね達成した。 
３ 目標を一部達成した。 
中央公民館長 河合 昭男   

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

１、しすいタウンカレッジ（公民館主催事業）の充実   

  （１）カレッジコース１年生（Ｈ２０．９～Ｈ２１．８ 全２５回３０名） 

 

 

４ 

 

 

 

（１）１年生受講者数２１名（H20.9～H21.8 全２４回） 

町政や身近な問題・情報等について総合的に学習・体験し

ています。また、学習の場だけでなく、新しい仲間づくり

にもつながっています。 

 

  （１）カレッジコース２年生（Ｈ２０．９～Ｈ２１．８ 全２５回 ３０名） 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

（１） ２年生受講者数１７名（H20.9～H21.8 全２５回） 

総合的な学習を進めると共に、受講生が希望する講座も 

取りいれて実施しています。１年時に発表したレポート

「安全と安心な街づくり」「本佐倉城跡と民話に触れる」

「ドクダミを利用した町の宣伝と健康づくり」と同じ課題

で２年も自主活動を実施しており、成果を上げています。 

 

（２）カレッジコース３年生：健康づくり活動コース（H２０．９～H２１．８ 

全２５回３０名） 

 

（３）カレッジコース３年生：まちづくり活動コース（H２０.９～H２１.８  

全２５回３０名） 

 

３ 

 

 

 

 

 

（２） 及び（３）カレッジコース 

３年生受講者数８名（H20.9～H21.8 全２５回） 

カレッジコースの卒業生を対象とし、２コースを予定して

いましたが、受講者の希望により１コースとし、ボランテ

ィア活動や健康・環境問題・男女共同などについて学習し

ています。また、講座の半分を自主活動とし、町内の湧水

調査を実施しています。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 
１ 目標をまったく達成できなかった。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

（４）ふるさとガイド養成講座（H２１.１～H２１.８ 全２０回１５名） 

 

 

５ 

 

 

（４）Ｈ19．1～H20．8 までに実施しました「ふるさとガ

イド養成講座」により当初の目標を達成したため、今回の

講座は取りやめとしました。 

成果としましては、受講生・講師が主体となりガイドボラ

ンティア団体「酒々井ふるさとガイドの会」を設立

（H20.10、H21.2 現在会員１３名）し、町内外からのガイ

ド要望に応えるとともに、町主催「歴史ウォーキング」時

ガイドや、社会教育課主催「本佐倉城跡現地見学会」への

協力など、多方面で活動しています。 

 

  （５）保育ボランティア養成講座（全５回１０名） 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

（５）受講者５名と保育ボランティアひまわり１８名で開

講し、受講者５名のうち４名が保育ボランティアひまわり

に加入。公民館事業だけでなく、教育委員会の主催する保

育を必要とする行事に参加し、子育て中のお母さんのサポ

ートをしています。 

 

（６）うきうき合唱教室～ジブリを歌おう～（全８回２０名） 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

（６）受講者１９名 

（うち小・中学生受講者 8名、にじいろジュニアコーラス

11 名） 

小学１年生から中学２年生までの子供たちが、みんなで楽

しく合唱を学び、目標であった生涯学習フェスティバルに

も参加しました。また、その後も「にじいろジュニアコー

ラス」のメンバーとして練習や発表会への参加を続けてい

ます。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

（７）源氏物語千年紀～源氏の世界を楽しもう～（全５回３０名） ３ （７）受講者５２名 

当講座では、源氏物語が書かれた時代背景や登場人物を中

心に学習を行い、講座終了後も受講者自身で読み、味わい

続けられるように講座を進めましたが、もう少し原文に触

れて物語の内容を理解したかったという受講者もおり、す

べての人に満足を得られませんでした。 

なお、定員３０人に対し受講希望者５２名がおり、皆さ

んに受講していただきました。 

 

（８）歴史講座（全６回３０名） 

正式講座名：歴史学習講座「しすいの歴史」 

５ （８）受講者２６名。 

旧石器時代から現代に至るまでの「しすい」に焦点を当て、

歴史学習を行いました。また、現地散策（酒々井ふるさと

ガイドの会によるガイド付き）をあわせて行うことで、よ

り理解を深めることができました。 

 

  （９）超初心者パソコン教室（全４回１５名） ５ （９）受講者１５名。 

年賀状づくりをテーマに全 4回学習し、パソコン操作がは

じめての方も最後には年賀状を完成できました。 

 

  （１０）庭木剪定講座（全５回２０名） ４ 

 

 

（１０）受講者２３名。 

プロの技を手本に、庭木剪定技法の基礎知識を学習しまし

た。受講後、半数以上の方から今後ボランティアとして

木々の剪定をしてもよいとの回答を得ています。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

（１１）わんぱく幼児教室 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

（１１）第１回（工作教室）受講者１７組３４名。 

テーマ：紙コップロケットを作ろう 

３歳前後のこどもが、あまりしたことのない簡単な工作を

行い、参加者同士が仲良く過ごすことができ、子供同士、 

親同士の交流の時間をつくることができました。 

第２回（ミニ運動会）：中止 

募集から開催までの期間が短く参加者が集まらず中止し

ました。 

次回に向け周知期間、方法等について再検討します。 

 

  （１２）ハーブ講座（１回 １５名） 

 

 

３ 

 

 

 

（１２）受講者９名 

親子教室以外での講座では、初めて保育ボランティアによ

る託児付きにしましたが、希望者は１名であり乳幼児育児

中の保護者のニーズに合いませんでした。 

 

（１３）夏休み親子そば打ち教室（全２回 親子１２組） ５ （１３）受講者１１組２５名 

夏休みの 2日間、親子でそば打ちを体験し、また打ったそ

ばをその場で茹でて一緒に食べられ、受講した皆さんから

「楽しい時間を過ごすことができ、良い夏休みの思い出に

なりました。」という声をいただきました。 

 

（１４）親子町探検（１回 親子２０組） １ （１４）親子を対象とするため週末で、小学生の夏季及び

冬季休暇期間を条件に対象施設を検討しましたが、条件に

合う町内施設がなかったため実施時期等を再検討するこ
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ととしました。 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

  （１５）ネイチャーゲーム（１回 ２０名） 

      正式名称：ネイチャーゲーム～見つけよう！！ぼく、わたしの秋～ 

４ （１５）受講者１７名（対象：小学生） 

ゲームを通して、自然の不思議や仕組みを学び、自然の美

しさや面白さを発見することができました。 

 

 

（１６）収穫体験講座（1回 ２０名） １ （１６）講座の実施に向けて再検討することとしました。 

 

  （１７）親子ミニ門松作り教室（１回 親子１０組） １ 

 

 

（１７）飾りに使う松などの材料が入手こんなになり中止

しました。次年度以降引き続き実施を検討して行きたいと

思います。 

 

（１８）移動公民館 １ （１８）講座の実施に向けて再検討することとしました。 

 

 

（１９）第４３回生涯学習フェスティバル（１１月１日～９日の開催予定） ４ （１９）開催期間：１１月１日～９日 

展示部門では一般が４４８名６６２作品、小・中学生が１

９８作品、舞台部門では４５団体７３６名、ダンス・健康

体操部門では９団体１８８名、実演・体験部門では６団体

１０１名の参加をいただき、開催期間中多くの町民の方に

御来館いただきました。このフェスティバルは、参加団体

による運営委員会を中心に開催しており、町民主体による

イベントとなっています。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

  （２０）第８回オータムコンサート（１１月１日開催予定） 

 

 

 

５ 

 

 

 

（２０）１１月１日開催  鑑賞者：３５０名 

   町内の小中学校と連携し、コンサートの企画運営に

児童・生徒達が携わり、お互いに教えあいながら学

習することができました。 

   また、演奏技術や鑑賞態度の向上に貢献しました。 

 

 

（２１）三線コンサート 

正式名称：翔べ！うた・三線２００８in 酒々井 ～沖縄芸能花舞台～ 

 

 

５ 

 

 

 

（２１）１１月２９日三線コンサート鑑賞者：３４４名  

３０日体験教室参加者：２０名 

人間国宝 照喜名朝一先生をはじめ、沖縄伝統芸能の世界

で著名な方々の協力を得てコンサートを実施しました。 

会場は満員で、アンケートでは数多くの感動の声が寄せら

れました。 

日常的にはあまり触れることのない沖縄伝統芸能にふれ

た貴重な一日となりました。 

 

 

（２２）第５回わいわいこどもまつり（３月中旬開催予定） ４ （２２）参加者数：２月２８日チャレンジ部門 ２００名 

         ３月 １日エンジョイ部門 ３００名 

子どもと大人が協力しあい、おまつりを実施することが出

来、まちづくりへの住民参加が図られました。今後は更に

こどもたちが企画運営に参加しやすい仕組みづくりを検

討します。 
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個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

２ 公民館だよりの充実 ３ 第８８号：しすいタウンカレッジ内容紹介 

第８９号：生涯学習フェスティバル参加・講座募集 

第９０号：生涯学習フェスティバル特集 

計３回発行 

ホームページの内容をさらに充実させていくための検討

を加えていきます。 

 

３サークル・同好会の活動支援 

  公民館を学習活動の場としているサークル・同好会を育成、支援します。 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

公民館を利用し、活動されているサークル・同好会等につ

いては、登録制による定期利用団体制度により、各団体と

の調整を行い年間を通して安定してご利用いただいてい

ます。 

 

４チャレンジ目標 

  中央公民館の情報発信については、各種講座やサークル活動の紹介はもち

ろん、地域文化情報を幅広くスピーディーに伝える方法を検討するととも

に、主催講座においては受講される方が「何を学びたいのか」を的確に反映

できる方法を検討し、より親しみやすく、より学びやすい生涯学習環境の整

備に努めます。 

 

 

 

 

 

３ 

  

情報発信については、地域新聞、情報雑誌、ケーブルテレ

ビ等の協力を得て、町内外に情報を発信していますが、イ

ベントにとどまっていることから、今後公民館の事業全般

にわたる情報や特色あるサークル活動などについて、さら

に検討し魅力ある情報提供に努めます。 

また、主催講座のニーズの把握については、各講座終了後、

受講者にアンケート調査を実施し、講座に対するご意見ご

希望をうかがっており、今後の講座計画に生かしていきま

す。 
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